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課題名：機械学習を用いたせん妄の発症予測プログラムの精度確認と向上に関

する多施設共同観察研究 

 

 

１．研究の対象 
筑波大学附属病院で入院時にせん妄発症チェックリストによる評価が行われた 18 歳以上の患者

さんのリストから、欠損値のない患者さんのデータとして合計 3000 件程度を対象とします。2024 年

度以降のデータから抽出し、必要症例が集まり次第抽出終了とします。データの追加抽出は行い

ません。 

 

 

２．研究期間 
 研究実施許可日 〜 2030 年 3 月 31 日 
 

 

３．情報の利用及び提供を開始する予定日 
当院で情報の利用を開始する予定日及び外部への提供を開始する予定日は以下の通りで

す。 

利用開始(予定)日：2025年 8月 1日 

提供開始(予定)日：2025年 10月 1日 

 

 

４．研究目的 
 せん妄は、｢急激に発症し、全般的な認知機能の障害、意識レベルの変化、注意力の低下、精

神運動性の興奮あるいは低下、睡眠覚醒サイクルの乱れを特徴とする一過性の器質性障害｣と定

義されます。せん妄は、急性期病院に入院した進行がん患者の 26-44%、終末期においては 80％
にみられます。特に、術後や ICU（Intensive Care Unit）では 30％、人工呼吸器管理下では 80％
に合併します。せん妄は、治療の遂行を妨げ、死亡率の上昇や合併症の増加など治療面の問題

と、転倒やルートトラブルなどの医療安全上の問題に直結するとともに、患者・家族の苦痛にもなり

ます。また、せん妄を発症するとその影響は入院中に留まらず退院後まで続き、退院後の死亡率

の上昇や再入院の増加、がんサバイバーの社会復帰の障害にも関連します。従って、せん妄の対

策は、治療の手技を問わず重要な課題となっております。 
 そこで、国立がん研究センターおよびそのスタートアップである株式会社 DELISPECT では、人

工知能を活用して、患者の診療録などからせん妄の発症リスクを評価する、せん妄発症予測プロ

グラムの開発を進めています。せん妄を予測することができれば、せん妄の予防等の適切な介入

が可能となるため、患者様の予後を改善させられる可能性があります。 
 このせん妄発症予測プログラムが国立がん研究センター以外の他の医療機関でも同程度に優

れた成績を残すかを調べることが本研究の目的になります。 
 
 

５．研究方法 
 2024 年度以降に筑波大学附属病院に入院した患者様のうち、入院時にせん妄発症チェッ

クリストによる評価が行われた方から、3000 件程度のデータを利用します。最終的な解析

用データセットは筑波大学附属病院で個人情報保護法に基づく仮名加工情報へ処理を行っ

たのちに、国立がん研究センター発スタートアップの株式会社 DELISPECT と共有します。その



 

後、国立がん研究センター発スタートアップの株式会社 DELISPECT にて、当院のデータセットに

対する既存の予測モデルの性能を評価します。この時、モデルの改善が見込まれると判断された

場合は、当院のデータセットを用いてモデルの更新を行う場合があります。 
 

 

６．研究に用いる情報の種類 

 電子カルテ上に保存された電子データおよび DPCデータを用います。個人が特定できる

情報は仮名加工により加工されます。年齢や身長といった基礎的な情報、病名等に関する

情報、使用している薬剤に関する情報、手術に関する情報、カルテの記載に関する情報、

などを用います。 

 

 

７．外部への情報の提供 
 国立がん研究センター発スタートアップの株式会社 DELISPECT と仮名加工情報を共有します。 

 

 

８．外国にある者に対して情報の提供する場合 
 外国に対してデータ提供を行う予定はありません。 

 

 

９．研究組織 
• 筑波大学・筑波大学附属病院 島田憲佑 
• 国立がん研究センター東病院精神腫瘍科 小川朝生 
• 株式会社 DELISPECT 金田賢 

 

 

１０．利益相反（企業等との利害関係）について 
本研究は、研究責任者のグループにより公正に行われます。本研究の利害関係について

は、機械学習モデルの開発等に国立がん研究センター発のスタートアップである株式会社

DELISPECT が参画していることと、小川朝生が株式会社 DELISPECT の株式を保有すること

が挙げられます。今後生じた場合には、所属機関において利益相反の管理を受けたうえで

研究を継続し、本研究の企業等との利害関係について公正性を保ちます。 

この研究の結果により特許権等が生じた場合は、その帰属先は研究機関及び研究者等に

なります。あなたには帰属しません。 

 

 

１１．本研究への参加を希望されない場合 
 患者さんやご家族 (ご遺族) が本研究への参加を希望されず、情報の利用又は提供の停

止を希望される場合は、下記の問い合わせ先へご連絡ください。すでに研究結果が公表さ

れている場合など、ご希望に添えない場合もございます。 

 

 

１２．お問い合わせ先 
本研究に関するご質問等がありましたら下記の連絡先までお問い合わせください。 

ご希望があれば、他の研究対象者の個人情報及び知的財産の保護に支障がない範囲内で、

研究計画書及び関連資料を閲覧することが出来ますのでお申出ください。 

また、情報が当該研究に用いられることについて患者さんもしくは患者さんの代理人の

方にご了承いただけない場合には研究対象としませんので、下記の連絡先までお申出くだ

さい。その場合でも患者さんに不利益が生じることはありません。 

  当院における照会先および研究への利用を拒否する場合の連絡先： 

担当者の所属・氏名： 



 

 筑波大学つくば臨床医学研究開発機構 (T-CReDO) 橋渡し研究推進センター 

 特任講師 島田憲佑 

住所 ：茨城県つくば市天久保 2-1-1 

連絡先：029-853-3630 (対応可能時間 平日 9〜17時) 

研究代表 (責任) 者：筑波大学つくば臨床医学研究開発機構 特任講師 島田憲佑 

 


